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森林は針葉樹林や広葉樹林と形態は様々であるが，地域特有の資源である．スギを始めとする
針葉樹人工林は，植栽から年月が経過して資源量が充実してきており，伐期を迎える林分もある．
一方，集落に近い落葉広葉樹二次林は，コナラ等を構成樹種とし，特に里山二次林と呼ばれ，近年，
地域資源として注目を浴びている．この里山二次林においても森林資源の充実が進行している．
化石燃料や化学肥料の使用により，収奪が減少したのが主因である．そこで，本稿では，充実し
た森林資源の使用について，ブランド化の観点から，その重要性を検討した．南保（2010）は地
域活性化の方法の一つに，一次産品のブランド化について，特に食品を中心に，その課題と可能
性などを論じている．
前述の先行研究を参考に，福井市という決められたエリアでの森林資源のブランド化について
考察するため，以下の手法を用いた．まず森林資源を3つに分類した．1つ目は，エンドユーザー
の手に届く林産商品．2つ目は，林産材．3つ目は，ある程度のまとまりのある森林．本研究の特
徴は，3つの規模で各々のブランド化について分析した点である．
その結果，これまで論考の少なかった森林資源に関するブランド化について検討することがで
きた．一方で木育や，ふるさと納税返礼品など，現在ならではの文化に森林資源の入り込む余地
を考察し，他方で地域の風習に根差した木製品について言及した．
本稿で整理した木育と木製玩具についての課題を一例として挙げる．まず，福井市産材を用い
た，玩具の商品開発などが必要である．更に，福井市の森林を整備していくために，伐採・搬出・
製品加工といった森林・林産業に関わる人々のネットワークを強化していく事も有効である．
福井市における，森林資源のブランド化の方向性の一つとして，課題でも挙げた子どもを持つ
親世代の関心が強い木育に対する可能性を探る事や，里山二次林の保全活動といった分野を新し
い切り口として進めていく事が重要であると考える．
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はじめに

福井市は福井県の県庁所在地である．国

勢調査によると2015（平成27）年の人口は

265,904人である．福井県が公表している平

成28年度福井県林業統計書（2018）による

と福井市の森林面積は31,921haであり，福井

市の約60％を占めることになる．福井市は，

第七次福井市総合計画（2017）の中で，林業

経営の安定化や，農林水産業所得の向上を課

題に挙げている．課題を解決するための施策

としては，森林を適切に手入れするとともに

木材の有効活用を支援すると記してある．そ

のために，各地で行われている森林や木材の

ブランド化について先行事例を交えつつ，そ

の可能性について考察した．

ブランドと聞いて，まず想像するのは，グッ

チやシャネルといった装飾品，松坂牛や近江

牛といった食品等である．いずれも名前を聞

いただけで品質が良く，高価といったイメー

ジがある．一方，木材のブランドといって思

い浮かぶのは秋田スギや木曽ヒノキといった

銘木産地材のことや，木製品ブランドとして

の，秋田県仙北市の角館樺細工，山形県天童

市の将棋駒，大阪府池田市の菊炭，兵庫県和

田山市の家具など伝統工芸や地場産業と結び

つく例が見えてくる．他方，福井市の森林資

源に関する伝統工芸や地場産業としての商品

は，全国的な知名度が必ずしも高いとはいえ

ず．木材ブランドや木製品ブランドでの競争

力は強くないと考えられる．

その上で，第Ⅰ章では，森林資源のブラン

ド化の先行事例として，木工工房で40年近

い歴史のある岐阜県高山市の「オークヴィ

レッジ株式会社（以下，オークヴィレッジと

記す）」と，工房を開いて間もない滋賀県東

近江市の「クミノ工房」を紹介した．本稿で

は，森林資源を規模に応じて，3つの分類体

系に分けたため，第Ⅱ章で，その定義を整理

した．第Ⅲ章では，林産商品をブランド化す

るためや，販路拡大の工夫について，木のお

もちゃを例にモデルを構築した．第Ⅳ章では，

少し規模を広げて林産物（材）としてのブラ

ンド化を検討するために銘木としての地位を

確立している秋田スギと木曽ヒノキを取りあ

げ，内山（1994）の資料を参考に記載を行った．

第Ⅴ章では，さらに規模を広げて，まとま

りのある森林のブランド化について里山など

を紹介した．カタクリ等の里山構成植物から，

里山全体に至るまで，観光や経済価値といっ

た視点からブランド化について考察した．第

Ⅵ章では，地域に根付く風習として「孫渡し」

を取り上げ，そこに新たな木製品が入る余地

や可能性について考察した．最後に，第Ⅶ章

で福井市における現状と課題に触れ，「おわ

りに」で本稿を結ぶこととした．

Ⅰ．森林資源ブランド化の先行事例

１．オークヴィレッジ（岐阜県高山市）

森林，林業，木材産業に携わる方の中には，

オークヴィレッジの名前を耳にしたことがあ

る方も多いと思われる．本格的に岐阜県大野

郡清見村（現在の高山市清見町）で家具など

の生産を始めたのは1976年の事である（稲

本　1984）．代表は稲本正氏（現在は会長）．

他にNPO法人ドングリの会・会長など多数

の委員を務める．42年の歴史がある．

設立理念の中に，「日本に生育する様々な
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木を用いて，玩具，文具，漆器から家具，そ

して木造建築まで，暮らしの様々な場面で自

然素材を活かす提案」をしているとある．

特筆すべきは国産材有効活用と地域活性化

のための以下の取組みである．オークヴィ

レッジのホームページによると，岐阜県本巣

市・根尾地域の森林から，造林事業で伐採さ

れた広葉樹のうち，規格外のものを岐阜県内

の林業者・製材業者と3者連携することで，

木材を活用し，木製品化して市場流通に展開

している．また，島根県浜田市では浜田市・（公

財）島根県西部山村振興財団と3者が連携し，

浜田市域の森林整備で伐採する広葉樹を木工

用材として活用，浜田市の木材・木製品のブ

ランド化と人材育成を通して地域産業を活性

化している．図1は，子どもの誕生時の贈答

品として，人気のある積み木である．

２．クミノ工房（滋賀県東近江市）

クミノ工房は，代表である井上慎也氏が

2016年5月に滋賀県東近江市箕川町に構えた

工房である．当地区は，永源寺地区と呼ば

れ，全国に広がる木地師発祥の地と言われて

いる．生産品は「クミノ」と呼ばれる木のお

もちゃである（図2）．2017年に東京おもちゃ

美術館を運営している，認定NPO法人芸術

と遊び創造協会が「グッド・トイ2017」に

認定した．工房がある東近江市永源寺地区の

スギなどを使い，地産地消型東近江ブランド

の木のおもちゃを生産している．

このクミノ生産の特筆すべき技術的な特徴

が，雑誌「Discover Japan」の2017年4月号

に掲載されている．木材の乾燥に東近江市永

源寺森林組合のビニールハウスでの乾燥技術

が使われている．木工用資材にするためには，

材を乾燥させる工程が不可欠であり，従来は

数年間，乾燥保管する必要があった．ところ

が，このビニールハウスでの乾燥では，数カ

月で基準を達成した．しかし，まだ乾燥時間

などに微調整が必要であり，そのノウハウを

蓄積している最中である．

前述のオークビレッジと比較すれば，商品

の多様性，規模など大きな違いがあることは

否めない．ただ，工房のある地域から産する

木材を使用し，山を良くしようとする姿勢は

類似するものがある．地域に根差した工房で

あり，ブランドに成長する可能性が高い．

図１　オークヴィレッジの積み木 図２　クミノ工房の積み木
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井上氏には，日本の様々な地域で，クミノ
を媒体に用いて山と人をつなぐ仕事をして，
なお且つクミノを100年残るおもちゃにした
いとの目標がある．ただ，今後の課題は，初

期投資の資金的な点，販路拡大のための工夫

等を挙げている．

Ⅱ．森林資源の分類体系とその定義

次に，第Ⅲ章から第Ⅴ章までの議論に用い

る森林資源の分類体系の定義を表１に示した．

第一の分類として林産商品が挙げられ，例

としては積み木や家具を想定しているが，こ

れについては第Ⅲ章で詳述する．

第二の分類として林産材が挙げられ，例と

しては，ほとんど加工手間をかけていない丸

太など想定しているが，これについては第Ⅳ

章で詳述する．

第三の分類としてまとまりのある森林が挙

げられ，例としては里山二次林や植林地と

いった，広がりを持つ一方で特定のユーザー

のみに関わる森林（林産）資源を想定してい

るが，これについては第Ⅴ章で詳述する．

分類項目は，「例」の他に，「文化・風習と

の関わり」・「エンドユーザーとの距離」・「総

合的な経済価値」・「単位材積当たりの経済価

値」・「完成までの手間」について，その大小

等を列記した．

特に，「文化・風習との関わり」の項目では，

本稿の軸になる「木育」が林産商品として登

場する．「木育」は2004年に北海道で生まれ

た言葉である．新しい概念ではあるが，古く

からの文化や風習である「孫渡し」とも関わ

りを持つことが望ましく，今後，双方が融合

し合う形で林産商品の販路拡大を探ることが

有効であると考えられる．加えて，歴史的な

事であり，第Ⅴ章でも詳しく述べるが，福井

県の嶺北地方を流れる，足羽川と九頭竜川の，

かつての水運について，今は大径木の産地で

ある足羽川上流の材がブランド材として全国

的な知名度が小さかった理由を，歴史書を紐

解きながら考察する．

エンドユーザーとの距離については林産商

品のように身近なもの，例えば子どもが手に

取って遊べるものや，テーブル・椅子などを

想定し，距離の近いものと定義した．まとま

りのある森林との距離については，実際に森

林の中に入って利用するため，距離の近いも

のとしたが，先に挙げた林産商品に対する近

さとは，別のものである．

総合的な経済価値については「丸太」や「原

木」が，他を引き離している．林産商品は丸

太や原木から生み出されるものであるし，ト

レイルランや森林セラピーの経済効果は，観

光面など，森林以外の分野に及んでいる．

一方で，単位材積当たりの経済効果は，逆

表１　森林資源の規模による分類体系

例
文化・風習との

関わり
エンドユーザーとの

距離
総合的な
経済価値

単位材積当たりの
経済価値

完成までの
手間

林産商品
積み木
家具

木育
孫渡し

近い 小 大 大

林産材 丸太材
水運

城下町
遠い 大 中 中

まとまりのある
森林

里山
植林地

トレイルラン
森林セラピー

近い
（参加者）

小
（参加料）

小 小
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の事が言える．身近にある林産商品は，高価

で小さくて手間がかかっている．多くの人の

手を経て，高い付加価値を持ち，エンドユー

ザーに届くものである．こういった事が，林

産商品のブランド化と関係しており，本稿の

流れの中で重要な位置を占めている．

以上，3つの分類体系は，森林資源のブラ

ンド化において，本稿で大部分を占める文章

の定義づけであるため，1章分を割いて説明

を行った．今後の議論の参考になると考える．

Ⅲ．林産商品としてのブランド化

１．ファーストトイと林産商品

子どもが産まれるとお祝いの品が贈られて

くる場合がある．欲しいものを聞かれる場合

もある．

子 ど も が 手 に す る 最 初 の お も ち ゃ を

「ファーストトイ」と呼び，積み木などの林

産商品も，これに含まれる．

オークビレッジの積み木は欲しいが，クミ

ノ工房の積み木は選択しない．なぜか．知ら

ないからである．PRの一例として出生届を

受理する時に「地域の木で作ったおもちゃを

赤ちゃんに贈ってみませんか」といったチラ

シを一枚配布する事は可能だろうか．全庁を

挙げて取り組むとチラシ一枚では済まないと

ころに，この種の難しさはあるのだが，地域

ブランドに限定するなどの規格を設ければ，

ある程度の数に絞られると考える．

自分でお金を出さないお祝いの品に，少し

高価なものを選択する傾向はあるのか，製品

を安定して供給できる体制はとれるのか，逆

に在庫を抱えた木工所の負担になるだけでは

ないのか，企業などからの寄付により，赤ちゃ

んへの贈り物の価格を下げる事はできないか．

この辺りを，うまく検討し，調整し，回転

させていくためには，政策を立案するセク

ターと，それを受け入れてアクティブに活動

するセクターが必要である（南保　2010）．

福井市産材で作ったファーストトイが，赤

ちゃんの手に届く日が来る事が，すなわち福

井市の林産商品のブランド力が高まっていく

事につながる．

２．ふるさと納税返礼品と林産商品

小さな頃に，菓子のおまけ（食玩）を集め

るのに夢中になった記憶を持つ人は少なくな

いのではないだろうか．現代版の大人向け

の「おまけ」と言えるのが，全国各地で話題

になっている，ふるさと納税の返礼品ではな

いだろうか．特定の自治体を応援するために

応援金を納税という形で納め，その見返りと

して税制の優遇を受けるのが本来の趣旨であ

る．そこに，おまけとして返礼品がついてく

るという仕組みである．

最近ではこの返礼品を豪華にすることに

よって，ふるさと納税金の奪い合いが自治体

間で行われている状況である．

福井市は返礼品の中に，福井市産の材で作っ

たベンチをリストアップしている．地元の家具

工房が制作したものであり，純粋な福井市産の

林産商品と言える．地元の材を加工して返礼品

とする理念や工房のブランド化，マーケティン

グを繰り返すことが，納税者から選択される「お

まけ」となる事は言うまでもない．

表2に，福井市のふるさと納税返礼品の一

覧を示した（2018年8月6日現在）．前述し
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た福井市産材のベンチには，福井市のふるさ

と納税返礼品にリストアップされてから日が

浅いこともあり，まだ要望がないことが聞き

取り調査の結果，判明した（リストアップさ

れてから1ヶ月程度）．

ちなみに，滋賀県東近江市の，ふるさと納

税返礼品には，前述したクミノが列記されて

いる．クミノの申し込みは2017年度以降8件

である．積み木やパズルなどの木育製品を，

ふるさと納税返礼品にリストアップしている

自治体は，岐阜県富加町・奈良県桜井市・高

知県香美市・香川県三豊市・岐阜県本巣市な

ど少なくない．出産の，お祝いにも喜ばれる

木のおもちゃとなっている．このような木製

品を作成するには，いくつかのパターンがあ

る．地元の材を地元の工房が製品にする場合．

地元の工房が他地域の材を用いて製品にする

場合．地元の材を他地域の工房が製品にして

移入する場合．どの例も森林資源を用いて，

木製品に関わる産業の振興に寄与する事が考

えられる．

福井市のふるさと納税返礼品は，木製品に

限って紹介すれば，木製ベンチと掛け時計，

一部に木を使用している箸とテーブルの4種

類であった．

Ⅳ．林産物（材）としてのブランド化

１．日本のブランド材について

日本有数のブランド材である秋田スギと木

曽ヒノキについて内山（1994）から引用する．

秋田スギや木曽ヒノキが全国的に知られる

銘木の地位を確立したのは，材質だけではな

く，川から海へと伝う運送が容易であった事

が，大きく影響している．

秋田スギの利用は，多くが米代川とともに

あり，流域から筏流しで集められ，能代から

船に積まれ，大坂や江戸に運ばれている．

木曽で恒常的な林業が始まったのは，ほぼ

江戸時代に入ってからである．ヒノキ以外に

「木曽の五木」といって，アスナロ・サワラ・

ネズコ・コウヤマキの針葉樹等が，名古屋に

城下町を作った際の乱伐の後に「留木」とさ

れ，規制の対象となった．古くからの林業地

と同様，木曽地域でも林業と木曽川流域の各

河川は密接に結びついていた．

既存のブランド材の成立は，河川水運と天

然の良港に大きく依存していた．福井の例で

は，足羽川の水運と九頭竜川の河口にある三

国湊の存在も同様の関係である．三国湊は北

前船の寄港地としても栄えた港である．現在，

福井において，足羽川上流の「足羽杉」や「美

山杉」がブランド材として扱われている．し

かし，美山町史上巻（1984）によると，足羽

川上流の美山地区では，江戸時代や明治時代

表２　福井市のふるさと納税返礼品リスト

返礼品 種数

肉 8

米・パン 14

果物類 9

エビ・カニ等 1

魚介類 12

お酒 2

飲料類 3

菓子 17

加工品等 17

麺類 6

調味料・油 10

旅行 6

イベント・チケット等 7

雑貨・日用品 29

美容 6

ファッション 34

工芸品・装飾品 22

2018年8月6日確認
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の近世までは木炭の生産が盛んであったと記

されている．その理由として記載があったの

は，大野や福井といった一大消費地が近くに

あったためである．

福井から三国湊への河川水運の往来は活発

であったようで，福井市照手1丁目には，旧

木町跡の石碑が残っている（図3）．石碑に

は以下のような記載がある．「市街地の近代

化や交通の発達により，当時の様子は変化し

ていったが，1896年まで福井と三国湊を結

ぶ乗客船が行き交っていた」．

国土交通省近畿地方整備局福井工事事務所

（2002）によると，福井は森林県ではあるが

林業県ではなかったとの記載がある．ただ，

足羽川上流の美山・池田地区からは河川を用

いた木材の移送があり，福井の木場まで運ば

れたようである．

このことに関連して，三国湊の材木商であっ

た岸名惣助は，九頭竜川河口で材木を扱って

いた．岸名氏の「旧岸名家住宅」は国の登録

有形文化財にもなっているが，福井市産材の

ブランド化につながる通商が，あったとの明

確な資料にあたる事はできなかった． 

以上の事から，福井市域に限定すると，三

国湊と福井間の水運に比べて，福井から足羽

川の上流の水運は盛んではなく，「ブランド

材」と呼べるだけの移送も少なかった事が推

測される．

２．森林認証制度

森林認証は，森林管理や整備方法等で，一

定の水準を満たした森林が，認証機関によっ

て認証を受ける仕組みである．持続可能な森

林管理の水準の指標として，また，地域林業

活性化の手段として見る事ができる（高橋　

2011）．ブランド化や差別化を可視化する仕

組みの一つであると考える．日本では国際的

な環境保護団体主導で成立したFSC（Forest 

Stewardship Council） 認 証 と， 国 内 の 林

業団体主導で成立した SGEC（Sustainable 

Green Ecosystem Council）認証が広がりつ

つある．

高橋（2011）は，都道府県レベルでの木材

の移出入にSGEC認証が関係していると述べ

ている．また，今後の課題として，市町村レ

ベルや林業事業体レベルにおいても森林認証

制度の果たす役割について明らかにしていく

必要があると述べている．

福井市においては，FSC，SGECともに認

証を受けている森林はなく，認証を受ける必

要があるのかどうかも含めて，今後の課題と

言えそうだ．

図4は，FSC認証材を使ったスーパーマー

ケットの陳列棚である．他の陳列棚に比べて

材料の差別化が図られているのだが，その事

実を理解できる消費者が増加する事が，これ

らの認証制度が普及し，森林整備を見直す契

機となる．

図３　旧木町とその歴史を説明する石碑
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Ⅴ．まとまりのある森林のブランド化

１．里山保全という文化とブランド

本節では，文化といった経済価値では測り

にくいものについて検討を試みる．林野庁の

事業である森林山村多面的機能発揮対策に

は，2018年度に福井市で，29団体が取り組

んでいる．

集落の近縁にある森林を里山と呼び，里山

の持つブランド力が近年見直されている．か

つての燃料や肥料としての用途とは異なり，

新たに地域づくりの要として里山を利用する

動きがある．新しい文化の創出である（河崎・

江川　2018）．

森林山村多面的機能発揮対策に取り組む団

体の里山の中には，「カタクリ」等を観光資

源として京阪神からバスを連ねて観光客が訪

れる場所もある．福井県大野市矢地区の取り

組みである．

里山を訪れる観光客数を増やしていく事は

地域資源の利用を拡大する事につながると考

えられる．それとともに里山を要とした地域

づくりを行うことや，里山保全を行うといっ

た，あらたな価値観・文化の創造も地域の森

林資源のブランド化の一形態であると考え

る．

２．オートキャンプ場，林間トレイルなどの

　　自然体験施設としての森林資源

オートキャンプ場などの入込み者数や林間

トレイルでのトレイルランなどの大会参加者

数を増加させることは，森林に親しみを持つ

人の裾野を広げることにつながる．

福井市での現状を見てみると，ガラガラ

山キャンプ場（福井市赤坂町）や福井市SST

ランド（福井市笹谷町）などのキャンプ場が

整備されている．また，2015年11月1日に

一乗谷朝倉氏遺跡周辺のトレイルコースを中

心に走る「朝倉トレイルラン2015」が開催

された．その後，毎年開催されている．この

ように，森林資源の活用の場や機会は着実に

増加している．

森林や木材の良さについて，目標を定めず

にPRするのではなく，より興味がある人に

集中してPRする事がコストをかけずに効果

的に宣伝効果を得る事になる．上記のような

施設を利用する人は格好のターゲットといえ

る．また，これらの人は，まとまりのある森

林を利用する新しい文化の体現者である．戦

略的な宣伝活動が必要かつ有効であると考え

る．

Ⅵ．地域の風習に根差した木製品

地域の風習に根差した木製品にも注目に値

するものがある．風習は過去から現在に渡り，

脈々と受け継がれてきたものである．特に，

図４　FSC認証木材を使った陳列棚
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冠婚葬祭に関わるもの，例えば，福井に特徴

的なものとして，結納から結婚，出産，育児

に至るまでの間に，様々な文化がある．「饅

頭まき」「天神講」「孫渡し」などが特筆すべ

きものである．今後，これらの風習も現在の

事情に適合したものに変化する可能性があ

る．現在，森林資源と密接に結びつこうとし

ているものや，今後結びつく可能性があるも

のを，共に大切にしていく事が重要である．

このように福井には森林資源と関連の深い

地域文化が存在しているため，Ⅱ章で定義し

Ⅲ～Ⅴ章で詳述した3分類とは別に，これら

の横串に当たる「文化・風習との関わり」と

いう視点から，論を加えたい．中でも特異な

例の一つである「孫渡し」について注目し考

察する．

森ほか（2015）によると，「孫渡し」とは，

福井県の嶺北地方を中心に伝わる風習で，元

来，母の里方で生まれた初児を普通30日で

婚家先へ母親と一緒に届けることを言い，産

着を着たままの赤ちゃんに，里方の母親が

縫った晴れ着を着せたそうだ．以前は，孫渡

しとして，祝い着・肌着・外出着などの衣類

に，それらを納める和タンスや洋タンス，テー

ブル付の食卓やベッドに加えて，孫の玩具等

がトラック一杯に積まれて婚家へ送り届けら

れていた．ただ，現在では少なくとも量につ

いては減少してきている．

その理由として，住宅事情の変化や生活習

慣の変化が挙げられる．ベビーカーやチャイ

ルドシートなど新しいツールが必要になって

きているためである． 

その中に，木製品の積み木など市産材の

ファーストトイが入り込めないか検討してみ

る価値がある．単品を基準に見た時には，積

み木といえども人の手が加わり高価である．

しかし，「孫渡し」の中に積み木が入る事は，

価格に関係なく，木を使う文化の創出につな

がる．

現在は地場産業として盛んではなくても，

これから新たな文化として，普及を進めてい

く事ができる．壮大な試みで，緻密な計画が

必要である．ただ，木を使う文化は，以前か

ら日本人が持っていたものであり，生活にも

馴染むものである．

木製品とは直接関係のない天神様の掛け軸

も，地域によっては，木製品としての文化が

残る場所がある．

掛け軸から説明を行う．住宅事情の変化に

より掛け軸を掛ける床の間がないマンション

などが増加したことで天神様の掛け軸を贈る

文化も縮小傾向にあると考えられる．掛け軸

は飾らずとも天神様信仰は全国的に散在する

ものであり，規模が小さくなったとはいえ

脈々と受け継がれている．福井県では地域に

よっては，掛け軸ではなく，木彫りの天神

様を贈る風習が残っている箇所もある（島　

2012）．木彫りの天神様を専門に扱う木工工

房に関する記載によると，材料はベニマツの

材を用いている．越前市の久野彫刻所は，明

治38年の創業以来，天神像の製造を行って

きた．福井県の木工産業のブランドの1つで

ある．ベニマツは和名がチョウセンゴヨウで

ある．分布は本州（栃木県から岐阜県）・四

国（愛媛県東赤石山）の山地に産し，朝鮮半

島・中国東北・ウスリーとなっている（大橋

ほか　2015）．種子は古くから食用とされ，

材は建築・土木・器具・彫刻材として用途が

多い．渡辺（2003）によると，福井での自生

の記載は確認できない．
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「孫渡し」は，1つの文化であり，ファー

ストトイも1つの文化である．

現代の事情に合ったものとして定着するか

どうかは検討の余地があるが，市産材の積み

木は，小さくて，格好良くて，高級感があ

る．まさに福井市産材のブランドそのもので

ある．

南保（2010）の指摘する，政策を立案する

セクターに，それを形にするために活動する

セクターがそろったとき，文化に根付いた長

く愛される商品が誕生するものと考えられる．

Ⅶ．福井市における現状と課題

１．森林資源のブランド化をめぐる現状

（１）木育に関する取り組み

福井市内で開催される「木のおもちゃ博」

のイベントには毎年多くの家族が参加する．

主催者は，第1回目では中戸朋寛氏が顧問を

務める社会福祉法人めぐみこども園である．

第2回目以降は，一般社団法人「モックイッ

ク」が主催者となっている．モックイックと

は，福井県下の，木材業界・保育業界などの

協力団体である．

これまでの「木のおもちゃ博」の概要を以

下に示す．

第１回木のおもちゃ博～ふくい木育キャラ

バン～．2015年6月20日・21日開催．入場者 

数18,000人．入場無料．

第2回木のおもちゃ博～ふくい木育キャラ

バン～．2016年6月25日・26日開催．入場者 

数25,000人．入場無料．

第3回木のおもちゃ博～ふくい木育キャラ

バン～．2017年6月24日・25日開催．入場者 

数28,000人．入場料，大人300円こども200円．

第4回木のおもちゃ博～ふくい木育キャラ

バン～．2018年6月23日・24日開催．入場者 

数25,000人．入場料大人400円こども300円．

入場者数は概数である．中戸朋寛氏からの

聞き取りによると，土曜日・日曜日の2日間

で会場が一杯になり，入場制限がかかるほど

の人気イベントに育っている．この事から，

木育の重要性に異を唱える人は少ないと考え

る．第2回「木のおもちゃ博」では，会場の

容量を大きな場所に移し，多くの入場者を集

めることができている．第3回・第4回は入

場料を徴収するようになったが，人気は依然

衰えず入場者数も増加している．

第1回目の主催者である，めぐみこども園

では県産総ヒノキのテラスを設置したり，シ

ンボルツリーを植えたり，鳥や虫が集う環境

を整えるために様々な植物を利用している．

福井市産材には限定されないが，地元材を使

用する試みである．

次に，福井市中心市街地に開かれた木育ス

ペースについて説明を行う．2018年3月に開

館した「ときなる」である．「子どもを育む

巣箱」がサブテーマである．入込者数は開館

から6ヶ月で，約19,600人であり，1日平均

約100人が利用したことになる．コンセプト

は「遊びでつながる多世代交流施設」である．

入場料は大人が450円，子供が300円となっ

ている．1階が乳幼児専門スペースで2階が

年長児も遊ぶことができる構造になってい

る．2018年の8月には，夏休み中の影響もあ

るが入込者数は，これまでの最高を更新して

いる．

以上のことからも推察できるように，木育

に関心のある親世代が相当数いると考えられ
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る．また，浅田（2015）によると，林産教育は，

木材の利用消費拡大による地域経済の活性化

や，森林環境の改善に向けた啓発活動，市民

の基礎的教養の涵養の点からも不可欠である

としている．福井市は福井県で最も人口が多

く，木育に関して福井県下最大の市場がある．

（２）福井市の産官学による取り組みの現状

福井市内の木材加工業者数は福井県木材

業者等登録名簿（2018年現在）から見ると，

福井市近郊を管轄する高志支部に属する業

者の数は80件である．18年前の2000年には

229件あり，比較すると，当時の約34％になっ

ていることになる．木材加工業者数の激減は，

産業としての多様性の裾野を小さくする事に

つながる．ただ，木材加工業者の全てが，こ

の支部に加入している訳ではないため，あく

まで，木材加工業者数の傾向をつかむ指標と

されたい．

次に福井市産材のブランド化に向けた取り

組みを示す．

まず，公共事業で福井市産材を優先的に使

用する．また，軟弱地盤の基礎杭を産官学が

協力して製品化している．この試みは福井市

に限ったことではない．更に，ふるさと納税

返礼品として福井市産のスギで作ったベンチ

を選択肢に入れる事や，県産のスギを使った

プランターカバーを，福井で開催された全国

植樹祭や国民体育大会・障害者スポーツ大会

の会場付近に並べて，花でお出迎えする取り

組みも行っている．これらは地域の森林資源

のブランド化に向けての決して大きくはない

が着実な動きであると考える．

（３）新しい価値観の創出

前述した，森林山村多面的機能発揮対策に

取り組んでいる団体は，次世代に多様な森林

を残すために活動していると考える事ができ

る．1つ1つの動きは小さくとも，新たな価

値観，ブランド化に向けて，その動きを継続

する事が重要である．現在の里山保全活動は，

かつての暮らしを取り戻そうとしたものばか

りではない．新しい基軸として文化を育成し

ている場合もある．すなわち，森林環境教育

や里山保育，地域のつながりの強化などが，

それにあたる．姿を変えていく個々の里山を，

保全活動者のブランド化された里山と呼ぶ事

ができる．

北陸新幹線の福井駅開業で，里山保全活動

に県外から参加する観光客も増加する可能性

がある．福井市としては，受け皿を作り，観

光客に選択してもらうために努力することが

できる．まずは知名度を上げる事がブランド

化につながる第一歩であり，その上で森林セ

ラピーや癒しの場等として，都会の方が求め

ている質の良いサービスを提供できるかが重

要である．滋賀県東近江市の里山である「河

辺いきもの森」では，地元企業の新入社員研

修や修学旅行の児童や生徒の受け入れも行っ

ている．派手なアトラクションは，ないが，

新しい体験や発見は，参加者たちの貴重な財

産になっている．このような例とともに，全

国で63箇所の登録のある森林セラピー基地

を整備することで観光客を呼び込む事も一つ

の方法である．
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２．森林資源のブランド化をめぐる課題

福井市において，元来からの地場産業や伝

統産業としての林業木材産業の希薄さを指摘

した．その状況の中で，新しい価値観の創造

が必要であり，前述の様に歴史がなかったと

の理由だけで森林資源のブランド化は困難で

あると結論づけるのは拙速すぎるだろう．し

かし，福井市産材のブランド化について一言

で説明するのは簡単な事ではない．福井市同

様に，他の地域でも，様々な規模の森林資源

をブランド化しようと知恵を絞り，行動して

いる．

山から木を出す，商品を作る，売るという

流れを作り出すことが重要である事は言うま

でもないが，福井市ならではの木の出し方，

商品の作り方，商品の売り方を考える必要が

あるだろう．

今後，社会が人口減少に向かう中で，パイ

は現状を維持する事ができず，縮小していく

と考えられる．その中で，森林資源に関係す

る産業が充実し，福井市産材が消費者に選択

されるためには，更なる工夫が必要である．

ただ，このような状況の中で例外的に，パイ

が増加する可能性がある事例を紹介する．北

陸新幹線の福井駅開業である．北陸経済連合

会（2017）の報告によると，北陸新幹線の金

沢駅開業により，福井県の観光消費額は富山

県・石川県の伸びに比べて低い水準にあるも

のの，約7％増加した．また，観光客数は約

12％増加した．2022年度に予定されている福

井駅開業に向けてすべき事は，既存のニーズ

に合わせた施設や機能を充足させるのではな

く，これまでになかった新しい価値を付加し，

新しい人の流れを創り出していく事が望まし

い．福井県には恐竜という圧倒的なブランド

が存在するが，玄関口である福井駅周辺の再

開発が進む中，例えば福井市が木育に取り組

む姿勢として，今ある拠点をPRすることは，

駅周辺の活性化につながるだけでなく，福井

市産材の広報に寄与する．福井市産材の，お

もちゃの開発の有効性は言うまでもない．こ

こでは，ただ木育を宣伝するだけでなく，「福

井市産材の林産商品を含んだ木育」との事実

を形成し，共有する事で差別化を図る事がで

きる．地元の人には気軽に買える孫渡しなど

のツールとして，観光客には，かさ張らずに

持ち帰れるお土産として，林産商品を開発し

宣伝する必要がある．クミノの発案者である

井上慎也氏の言葉を引用する．「あの山の木

が，こうして積み木となっていることを体感

してもらう事が大切」なのである．

ちなみに，福井駅周辺の周遊を考えた時，

観光客と地元の人間で行動パターンが異なる

のは事実だろう．例えば福井市にある図書館

では，地元利用者の割合が圧倒的に高いと推

測できる．その中で，他地域からの観光客が

利用するためには，福井地域や駅前周辺の観

光情報コーナーの設置など工夫が必要だろ

う．次に，駅周辺の主な施設の中で圧倒的な

入込者数を誇るのが，前述した桜木図書館で

ある．入込者数という観点では，桜木図書館，

響のホール，セーレンプラネット，養浩館庭

園，ときなるの順に見ることができる（図5）．

今後，「ときなる」がどれだけの利用者を生

むのか興味深いところである．これらの施設

を個別に訪問せず，周遊できる仕組みを作る

事ができれば，駅周辺の賑わいにつながると

考える．点から線へ，線から面へと広げてい

く事が望ましい．
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本稿では，ファーストトイという一例を用

いて一部議論を進めた．戦後70余年を経て，

既存の特定製品・特定サービスのみに特化し

た地域活性化策には限界があり，新たな価値

観や可能性を模索することが大切である（南

保　2010）．

既存のブランド商品に負けない商品とはど

んな商品か．付加価値をつける事がブランディ

ングにつながる．伝統や歴史に裏打ちされた

ものに勝負を挑む事は，並大抵の覚悟では，

できないものである．伝統や歴史と，うまく

共存するという形を目指す事で，新しい道が

開ける可能性がある．森林資源のブランド化

を目指すという目標は，福井市の森林を少し

でも良くしようとする動きであり，人と森林

の好循環に結びつくという最終目的がある．

おわりに

本稿の「おわりに」には，そぐわないかも

しれないが，筆者が資料を読む中で印象に

残った内容なので引用しておく．そもそも『ブ

ランド』の発祥は，荒野で放牧する自分の馬

を他者の馬と区別するために付けた焼き印だ

という．その後，果物屋に並ぶオレンジを，

食することなく甘いかどうか区別するための

焼き印を「サンキスト」が付けた．うちのオ

レンジは太陽（Sun）とキス（kissed）をす

るほど太陽の光を燦燦と浴びています．甘く

美味しいです，と（湊屋　2017）．説得力の

ある説明である．早稲田大学教授の長沢信也

先生の言葉である．

木製品に焼き印を押すことは，今の時代で

は，簡単なことだが，焼き印を押した製品の

中身を充実させる苦労は想像に難くない．

最後に，査読者として貴重な意見をくださっ

た先生方，滋賀県東近江市のブランド化につ

いての聞き取りで，度々お世話になったクミ

ノ工房の井上慎也氏，福井の風習について御

教示くださった福井県立歴史博物館の川波久

志学芸員・福井市自然史博物館友の会会員の

久米田賢治の両氏，その他お世話になった方々

に御礼を述べて本稿の締めくくりとする．
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